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人いに盛 り上が りました
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f‐ 嘉納師範の故望で

■難ヽ :ニ 第
四
回
兵
庫
大
会
を
振
り
返
つ
て

会

長

あ
け
ま
し
て
　
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。
　

本
年
も
皆
様
に
と

り
ま
し
て
　
柔
道
を
通
じ
、
良

い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
　
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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大会2日 目の開会式 都道府県のプラカー ドも高らかに (兵庫県立武道館)

野

口
宏
水

さ

て
　

昨

年

１０

月

１９

日

ょ
り
２‐
日
ま
で
の
３
日
間
　
北
は

北
海
道
　
南
は
九
州
、
遠
く
は
ア

メ
リ
カ
、　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
よ

り
、
更
に
形

の
部
で
は
ラ
オ
ス
よ

り
の
特
別
参
加
も
あ
り
、
年
令
も

３０
才
よ
り
８３
才

の
　
顔
の
シ
フ
は

殖
え
て
も
心
は
若
々
し
い
マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
家
が
そ
の
参
加
者

４００
名

延
べ

６００
名
を
超
え
て
、
柔
道

の
始

祖
　
嘉
納
師
範
ご
生
誕
の
地
兵
庫

県
は
県
立
武
道
館

（姫
路
）
に
参

集
　
第
四
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔

道
選
手
権
大
会
を
開
催
し
た
。

案
内
発
信
か
ら
中
込
受
付
け

組
合
せ
　
計
量
　
審
査
　
審
判

記
録
‥
大
会
全
般
を
兵
庫
県
柔
道

連
盟

（貴
島
徹
会
長
）
が
鮮
や
か

に
見
事
に
滞
り
な
く
運
営
し
て
戴

い
て
本
当
に
大
助
か
り
で
し
た
。

大
会
初
日
　
形

の
部
で
は
　
清

家
春
夫
選
手
が
代
表
宣
誓
を
行

っ

た
，
清
家
選
手
は
当
協
会
副
会
長

で
あ
り
、
国
内

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

の
み
な
ら
ず
世
界
大
会
に
も
い
つ

も
令
夫
人
同
伴
で
参
加
さ
れ
て
い

る
。
本
年
６
月
の
第
９
回
ブ
ラ
ジ

ル
サ
ン
パ
ウ

ロ
大
会
に
も
夫
人
観

戦
の
前
で
毛
利
修
理
事
と
組
ん
で

五
の
形
で
金
　
清
水
正
敏
副
会
長

と
組
ん
で
古
式
の
形
で
金
　
更
に

試
合

の
部
で
も
隧
　
８‐
Ｌ
で
金
と

そ
れ
ぞ
れ
世
界
を
制
し
た
。
元
警

視
正
の
宣
誓
は
堂

々
と
し
て
力
が

あ
り
且

つ
聴
く
者
を
し
て
説
得
さ

せ
ら
れ
る
響
き
が
こ
も

っ
て
い
た
。

２
日
日
は
、
年
代
別
体
重
別
個

人
戦
．
試
合
場
は
国
体
と
同
じ
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で

一
段
一呂
く
、
し

か
も
周
囲
は
紅
自
の
横
幕
が
設
え

ら
れ
て
い
る
。

開
会
式
で
の
選
手
宣
誓
は
　
第

一
回
浜
北
大
会
よ
り
出
場
、
８
月

の
世
界
サ

ン
パ
ウ

ロ
大
会
に
も
出

場
、

Ｍ９

・
∞
睫
に
て
ン
ル
バ
ー
メ

ダ
リ

ス
ト
と
な
ら
れ
た
ご
当
地
兵

庫
柔
道
連
盟
顧
間

の
岡
田
庫
二
郎

人
段
．

中
日
夜
は
日
航
ホ
テ
ル
の
大
ホ
ー

ル
に
て

・５０
名
を
超
え
る

マ
ス
タ
ー

ズ

の
友
情
交
歓

の
懇
親
会
で
盛
り

上
る
。
　

最
後
に
は
第
四
回
開
催

地
兵
庫
よ
り
第
■
回
秋
田

べ
と
、

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
旗
が
貴
島
兵
庫

連
盟
会
長
よ
り
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ

会
長
を
経
て
今
立
秋
田
県
代
表
当

協
会
理
事

へ
と
引
継
ぎ
受
け
渡
さ

れ
た
。

最
終
日
の
代
表
宣
誓
は
　
兵
庫

県
の
Ｍ７
　
６０
峰
　
大
矢
人
平
当
協

会
常
務
理
事
。
柔
能
く
剛
を
制
す

の
通
り
同
体
重
の
み
な
ら
ず
、
よ

り
重
量
に
対
し
て
も
臆
せ
ず
立
ち

向
か
い
勝

へ
向
っ
て
行
き
、
減
法

強
い
。
柔
道
着
を
脱
ぎ
普
段
着
に

戻
る
と
、
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
、
整

骨
院
も
大
繁
盛
だ
ろ
う
。
以
っ
て

範
と
す
べ
き
仁
で
あ
り
材
で
あ
る
。

実
績
に
裏
付
け
さ
れ
た
説
得
力
が

宣
誓
に
あ
る
。

年
を
追
う
毎
に
、
回
を
重
ね
る

毎
に
大
会
の
量

・
質
共
に
充
実
し

て
行
く
の
は
嬉
し
い
。

ま
た
、
大
会
を
始
め
て
４
年
に

な
る
が
、
試
合
で

一
度
も
大
き
な

事
故
や
怪
我
が
な
い
の
は
有
難
い

こ
と
で
あ
る
。
出
場
に
備
え
て
充

分
に
稽
古
を
重
ね
て
自
分
自
身
は

も
と
よ
り
、
相
手
に
も
充
分
思
い

遣
り
の
心
を
以
っ
て
相
対
し
て
い

る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
自
分
が
怪

我
を
し
て
は
普
段
指
導
し
て
い
る

後
進
に
恥
か
し
い
。
と
も
あ
れ
事

故
が
な
い
の
は
有
難
い
こ
と
で
あ

月暮力構当
綿
”
増
″
”
Ｖ
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嘉納師範が揮嗜された 0つの額
(兵庫県立武道館内の歴史コーナー)
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り
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
よ
う
に
無

事
故
で
あ

っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ

ス０
．大

会
の
結
果
は
後
記
の
通
り
。

第
四
回
大
会
の
メ
ダ
リ
ス
ト

形
の
部

投

の
形

①
築
山
忠
弘
（大
阪
）
芦
田
和
奥
（大
阪
）

②
，

崎
桂
子
〈
石
川
Ｙ
山
元
明
男
（官
山
）

０
莞
牟
口

（兵
庫
Ｙ
工
口
誠
（兵
庫
）

固

の
形

①
丼
上
京
彦
栃^
本
γ
全
子
糟
郎
（栃
木
）

②
〓
木
義
則
（兵
庫
）■
］
田
康
宏
（兵
庫
）

０
永
島
撻
次
郎
（千
葉
γ
人
久
秀
昭
東^
京
）

極
の
形

０
森
下
良
”
（静
岡
Ｙ
局
林
祐
介
〈静
岡
）

②
榎
本
好
根
（脅
知
γ
暮
口
丼
和
■

愛^
知
）

０
●
邑
勇
（千
葉
Ｙ
鈴
木
治
雄
（千
葉
）

柔
の
形

０
内
藤
純

栃^
木
γ
杉
原
尚

茨^
城
）

②
上
野
和
呑
子
（北
海
道
Ｙ
岡
本
敦
子

北^
海

道
）

０
加
古
和
欧
子
（愛
知
γ
人
言
民
子
（愛
知
）

護
身

術

Ｏ
保
科
素
（埼
玉
γ
清
家
ヽ
夫
（千
葉
）

②
人
官
民
ｒ
（愛
知
〓
加
占
若
子

撻^
「
〉

０
有
田
■
苗
（栃
木
γ
植
木
良
夫

栃^
木
）

五
の
形

０
藤
本
昌
映
（工
庫
γ
中
江
裕
一
ズ
兵
庫
）

②
大
官
民
子
（愛
知
Ｙ
今
立
篤
子
（秋
田
）

Ｏ
大
矢
秀
昭
（東
京
Ｙ
佐
藤
良
吉

東^
京
）

古
式
の
形

０
保
科
表
（埼
二
Ｙ
清
家
春
夫
（千
葉
）

②
佐
藤
良
古

東^
京
Ｙ
中
込
常
昭
（東
京
）

０
今
立
篤
子
（秋
田
γ
長
崎
桂
子

石^
川
）

年
齢
別
体
重
別
個
人
戦

男
子
の
部

Ｍ
ｌ
（
∞
～
■
才
）
“
ヽ
下
　
①
林
健
太
郎

（奇
玉
）
②
■
岩
史
朗
（大
阪
）
０
●
藤
攻
美

（官
毬

Ｍ
ｌ

“
ヽ
下
　
①
漆
畑
健
（千
葉
〉
②
中

山

■
人

大^
阪
）

０
早
川
英

一
愛^
知
Ｙ
長
岡
剛

埼^
こ

Ｍ
ｌ

７３
地
下

Ｏ
向
丼
真
（愛
知
）
②
山
本

洋
史

高^
知
）
０
佐
藤
真
生
（富
城
）
岩
本
健

沿

山^
口
）

Ｍ
ｌ

８
ｔ
下

Ｏ
榮
大
輔

兵^
庫
〉
②
口
中

博
■
（石
川
〉

０
吉
本
大
哺
（高
知
Ｙ
菅
野
隆

行
（岩
手
）

Ｍ
ｌ

∞
亀
下
　
０
上
回
勇
作

東^
京
）
②
成

田
福
春
（兵
庫
）
０
前
田
直
樹

兵^
庫
）

Ｍ
ｌ

‐００
セ
下
　
Ｏ
中
野
陽

一
（兵
庫
〉
②
山

本
勉
金
（庫
）

０
二
谷
健
（神
奈
川
γ
兼
岡
貴

ホ
（香
川
〉

Ｍ
ｌ

‐０
腋
超
　
Ｏ
　
木
裕
文
２

庫^
）
②

内

藤
■
次

工^
庫
）
③
高
田
智
博

徳^
島
）

Ｍ
２
（
■
～
”
才
）
∞
嗜
下
　
Ｏ
ＩＩＩ
口
直
人

（兵
庫
）
②
鈴
木
攻
明
（茨
城
）
０
福
岡
上
志

同^
山
）

Ｍ
２
　
６６
」
下
　
①
松
本
淳
（滋
賀
〉
②
中

津
大
資

徳^
島
）
０
佐
波
工
Ｅ
＾，
知
）

Ｍ
２
　
７３
睫
●
　
①
梅
木
裕
之
（神
奈
川
）

②
藤
原
誠
２

庫^
）
◎
磯
部
二
人

愛^
知
γ
杉

本
幸
弘

愛^
「
）

Ｍ
２
　
＆
に
下
　
０
長
谷
川
靖
二
郎

大^
阪
）

②
曽
我
部
普
哉
２

庫^
）
Ｏ
笹
谷
繁

大^
阪
Ｙ

上
原
責
Ｌ
（愛
知
）

Ｍ
２
　
“
●
下
　
０
壇
上
竜
二

愛^
知
）

②

岩
田
竜

一
（大
阪
〉
０
古
川
九
二

滋^
賀
）

Ｍ
２

Ю
ヽ
下
　
Ｏ
山
本
人
実
（愛
知
〉
②
藤

本
豪
（岡
山
）

③
坂
本
英
司
（愛
知
）

Ｍ
２

ｍ
ｔ
超
　
０
桧
山
尚
浩

福^
岡
）

②
尼
田
準
之

山^
口
〉

Ｍ
３
＾
４０
～
４４
才
）

６０
蛇
下
　
０
高
山
郁
生

（静
岡
）

②
小
二
勉

兵^
庫
）

０
森
Ｈ
質

〓

（静
岡
γ
占
屋
元
気
（神
奈
川
）

Ｍ
３
　
“
鼈
下
　
Ｏ
喜
多
藤
之

大^
阪
）

②

片
岡
孝
志
（徳
島
）

０
今
鳴
禄
郎

大^
阪
Ｉ
西

村
直

岡^
山
）

Ｍ
３
　
７３
ヽ
下
　
０
猪
谷
昌
平
（兵
庫
）

②
原
キ
輝
（受
知
）
Ｏ
澤
村
誡
四
郎
（兵
庫
γ

北
條
博
嗣

高^
知
）

Ｍ
３
　
■
セ
下
　
①
餃
田
俊
（東
京
）
②
丼

上
喜
雅

香^
川
）
０
田
鳴
弘

石^
川
）
高
木
克

哉

受^
知
）

Ｍ
３
　
９０

，
下
　
０
●
藤
博
信
２

庫^
）

②
●
瑯
孝

一
郎

大^
阪
）
０
森
本
上
則
（滋
賀
Ｙ

堀
部
寛

香^
川
）

Ｍ
３
　
‐０
ヽ
下
　
Ｏ
藤
本
肇

，

庫^
）
②
原

口
Ｔ

，
（福
岡
〉
０
岸
部
俊
　

山^
梨
）

Ｍ
３

ｍ
ヒ
超
　
①
奮
口
智
之

受^
知
）

②
山
崎
伸
之

兵^
庫
）

Ｍ
４
（
巧
～
つ
才
〉
６０
Ｌ
下
　
０
村
Ｌ
官
儀

（高
知
〉
②
仁
藤
正
弘
（島
根
）

Ｍ
４
　
“
ヽ
下
　
①
首
丼
賢

茨^
城
）

②
重

森
敏
行
（高
知
）

Ｍ
４
　
Ъ
セ
Ｆ
　
０

上
国

一
美
（愛
知
）

②
安
永
伸

一
エ^

庫
）
０
中
込
常
昭
（東
京
γ
画
出
大
作
（和
歌

山
）

Ｍ
４
　
８‐
Ｌ
　
①
赤
尾
信
行
（山
口
）
②
小

池
伸
治
（神
奈
川
）
０
日
吉
真
菫
茂
（神
奈
川
Ｙ

全
指
邦
浩

静^
同
）

Ｍ
４
　
”
Ｌ
下
　
０
美
濃
言
也

岡^
山
〉

②
中
野
嗅
利
（大
阪
〉
０
山
田
大
三

東^
京
〉

Ｍ
４
　
ｍ
に
下
　
①
小
池
雅
彦
埼^
、
）

②
平
尾
良
彦
（滋
賀
）
０
高
橋
洋
　

峙^
玉
）

Ｍ
４
　
ｍ
嗜
超

０
木
村
忠
彦
■

庫^
）
②
長

須
賀
明
′
神^
奈
川
）

Ｍ
５
（
“
～
５４
才
）
∞
ヽ
下
　
０
福
岡
幹
雄

（神
奈
川
）

②
北
尾
浩

兵^
庫
）

Ｍ
５
　
６６
セ
ド
　
０
佐
々
木
政
彦
（●
Ｉ
）

②
自
丼
宏
（兵
庫
）
０
養
父
洋
介
（兵
庫
）

Ｍ
６
　
●
峰
下
　
①
平
丼
敏
雄
（兵
庫
）

②
倉
野
祐

一
（岐
阜
）
０
毛
利

一
二
（兵
”
γ

鈴
木
康
改
（高
知
）

Ｍ
５
　
ａ
ｔ
Ｆ
　
①
平
野
相
徳
（和
歌
山
）

②
員
松
寛

東^
京
）
　

Ｏ
ｎ
所
英
幸
（栃
木
Ｙ

中
本
‘
二

，

庫^
）

Ｍ
５
　
∞
に
下
　
０
卜
部
秀
＋

愛^
知
）

②
鹿
島
利
菫

兵^
庫
）

Ｃ
大
塚
俊
彦
（峙
玉
〉

Ｍ
５
　
一躙
電
下
　
①

推
賀
昌
盛
（兵
庫
）

②
西
山
書
由
紀
香^
川
）
０
中
川
博
文
兵^
庫
）

Ｍ
６
（
“
ヽ
”
才
）
６０
Ｌ
ド
　
０
鍋
浦
工

香^
川
）
②
坂
丼
蹄
雄

兵^
庫
）
Ｏ
佐
々
本
良

弘
（兵
庫
）

Ｍ
６
　
“
峰
下
　
０
貝
原
道
■
（宮
崎
〉

写真右 :」 R燿②

田
中
茂
＾
東

京
）

０

原
優

（
東

京
γ
守

屋

栄
吉
（岩
手
）

Ｍ
６
　
７３
ｔ
下

Ｏ
高
橋
和
裕
（神
奈
川
〉
②
砂
川
利
和
（山

口
〉

◎
武
田
純
（石
川
Ｙ

佐
々
木
安
廣
（岩

手
）

Ｍ
６
　
田
Ｌ
ド
　
Ｃ
吉
成
降
社

東^
京
）

②
太
口
明
晏

神
奈
川
）
Ｏ
プ
ラ
イ
ス

ン
ーー
デ
ー

ナ
（米
国
）

Ｍ
６
　
９。
に
下
　
①
神
園
修

一
（東
京
〉

②
山
本
昭
■

庫^
）
０
羽
山
明
（千
葉
〉

Ｍ
６

ｍ
鼈
下
　
①
遠
藤
和
利

，

Ｈ^
）

②
安
立
俊
●
（工
庫
）
０
足
羽
裕
二
２

庫^
）

Ｍ
６
　
‐００
腋
超
　
０
久
体
雅
昭

東^
京
）

Ｍ
７
（
“
～
“
才
）
６０
Ｌ
下
　
０
大
矢
人
平

兵^
庫
）

②
加
藤
忠
勝
（東
京
〉
０
三
浦
■

司
（奈
良
）

Ｍ
７
　
“
Ｌ
下
　
Ｏ
増
田
洋
（大
阪
〉

②
芝
辻
誠

兵^
”
）
　

Ｏ
柿
田
豊

一
石^
川
Ｙ

小
西
正
弘

千^
葉
）

Ｍ
７
　
７３
ヽ
Ｆ
　
①
鳥
津
澄
夫

千^
葉
）

②
工
＋
嵐
徳
英
（千
葉
）
０
蘭
徳
美
（大
阪
Ｙ

路駅構内の歓迎
ポスター

写■下 :大会会
爆受付風景
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来
日
武
（香
川
〉

Ｍ
７
　
租
ｔ
下
　
０
諸
山
和
美
〈受
「
）

②
●
橋
夫
夫
（神
奈
川
）
０
清
家
春
夫
（千
葉
Ｙ

池
田
文
ム
（岡
山
）

Ｍ
７
　
９０
●
下
　
０
鷹
尾
健
治
（香
川
）

②
江
崎
寛

千^
葉
）
０
池
田
正
男
２

庫^
）

Ｍ
８
（
“
ヽ
゛
才
）
　

∞
●
ド
　
　
Ｏ
細
円

盛
良

長^
崎
）
②
石
単
今
次

蔵^
岡
〉
０
■
柳

一
宇

岩^
手
γ
永
島
健
次
郎

千^
葉
）

Ｍ
８
　
“
ヽ
下
　
①
福
官
勝
忠

長^
崎
）

②
仁
木
征
輝
（岡
山
）
　

◎
羨
谷
公

官^
山
Ｙ

小
河
博

兵^
庫
）

Ｍ
８
　
Ъ
餃
　
０
内
藤
純

栃^
本
）

②
小
野
澤
昭
雄
（埼
玉
）
０
福
山
忠
雄
■

庫^
）

Ｍ
８
　
刷
●
下
　
０
大
塚
冷
城
（神
奈
川
）

②
川
上
勝
（同
山
）
Ｏ
西
尾
勝
彦
（茶
良
）

Ｍ
８
　
∞
ヒ
ド
　
Ｏ
今
早
宏

一
郎
（東
京
）

②
リ
ッ
ク

ツ
ト
ル
ウ
ン
ド

Ｎ^
Ｚ
）
　
　
０
大
上

政
行
（東
京
）

Ｍ
９

（７０
～
７４
才
）
　

“
ｋ
下
　
Ｏ
杉
原
尚

東^
京
）

②
同
山
●
■
郎

（兵
庫
）
０
小
川

米

一
郎
（千
葉
）

Ｍ
９
　
“
“
下
　
０
山
本
健
大

東^
京
）

②
中
政
利
夫
（東
京
）

Ｍ
９
　
７３
セ
下
　
①
野
口
を
水

（東
京
）

Ｍ
９
　
“
ヽ
下
　
０
宮
本
隆

神^
奈
川
）

●
岡
田
触
雄
（官
城
）

Ｍ
９
　
ｍ
セ
下
　
①
奈
良
育
（愛
知
〉

Ｍ
ｌＯ

（
Ъ
，
７９
才
）

“
Ｌ
ド
　
Ｏ
大
矢
秀
昭

（東

京
）

Ｍ
Ю
　
”
嗜
下
　
０
高
橋
勘
十
（岩
子
）

②
安
河
内
浩
（東
京
〉

Ｍ
Ю
　
９。
、
ド

Ｃ
森
本
唯
行

神^
奈
川
）

②
原
田
照
夫

埼^
玉
〉
０
ス
ツ
ト
‥
ナ
ー
ヽ
ι

Ｍ
ｌｌ

（∞
オ
以
Ｌ
）
η
應
ド
　
　
０
美
浪
岡

清
二
郎

兵^
庁
）

②
■
島
彬
（大
分
）

Ｍ
■
　
９０
●
下
　
①
太
口
尚
充

肯^
森
）

女

子

の
部

Ｆ
ｌ
　
２
聴
下
　
０
長
壁
円
（愛
知
）

②
西
村
め
ご
ａ
（兵
庫
）

Ｆ
ｌ
　
９
に
下
　
Ｃ
本
国
綾
呑

神^
奈
川
〉

Ｆ
ｌ
　
“
ヽ
下
　
Ｏ
吉
野
貴
代
子

神^
奈
川
）

Ｆ
ｌ
　
８
Ｌ
下
　
０
寺
Ｈ
裕
美
（神
奈
川
）

Ｆ
２
　
●
“
下
　
０
梅
本
智
子
（神
奈
川
）

Ｆ
２
　
２
●
下
　
０
三
谷
玲
■
（神
奈
川
）

Ｆ
２
　
７。
に
下
　
Ｏ
古
川
雅
子
（滋
賀
）

Ｆ
２
　
鶴
に
ド
　

０
佐
藤
和
美
（岩
手
〉

Ｆ
３
　
慇
セ
下
　
Ｏ
山
内
久
美

（神
奈
川
〉

Ｆ
３
　
５２
セ
下
　

０
田
中
彰
■
■

庫^
）

Ｆ
３
　
６３
●
卜
　
①
難
波
浩
′
（同
山
）

Ｆ
６
　
“
セ
下

Ｃ
今
立
篤
子

（秋
田
）

Ｆ
７
　
５７
て
下

０
　
長
崎
桂
子

（●
川
）

年
齢
別
体
重
無
差
別
個
人
戦

Ｍ
ｌ
　

Ｏ
内
藤
■
次
（兵
庫
）
②
漆
畑
健
（千

８

　
０
山
本
■
史
全
品
知
ご
局
越
誠
司

岡^
山
）

Ｍ
２
　
Ｃ
檜
山
尚
浩

福^
岡
）

②
山
根

一
人

（岡
山
）

０
日
中
清

一
（兵
庫
Ｙ
坂
本
英
司

（愛
知
）

Ｍ
３
　
０
ｒ
藤
博
信
（兵
庫
）

②
言
多
東
之

大^
阪
）

０
西
脇
■

一
郎
（大
阪
γ
西
村

一
晃

（滋
賀
）

Ｍ
４
　
０
赤
尾
信
●
（
―――
日
）②

‐́，
橋
キ

一

片^
玉
〉

０
小
池
雅
彦
（埼
ｔ
Ｙ
中
込
常
昭

（東
京
）

Ｍ
５
　
０
茂
木
幕
菖
全
品
知
）
０
大
塚
俊
彦

埼^
工
）
０
佐

々
本
政
彦
（埼
Ｉ
γ
難
波
弘

．

（兵
庫
）

Ｍ
６
　
０
遠
藤
和
利
■

庫^
）
②
上
本
体
男

（千
葉
）
　

０
昔
成
隆
社
（東
京
γ
足
羽
裕
ｉ

兵^
庫
）

Ｍ
７
　

０
片
桐
清
司
（滋
賀
〉
②
五
十
嵐
徳

英
（千
葉
）
　

Ｏ
南
徳
美
（大
阪
γ
池
田
正
男

（工
庫
）

Ｍ
８
　

Ｃ
今
里
宏

一
郎
（東
京
）
②
伊
藤
久

雄

千^
葉
）
０
小
嶋
博
姜
（愛
知
γ
リ
ッ
ク

リ

ト
ル
ウ
ン
ド
（Ｎ
Ｚ

Ｍ
９
　
０
岡
田
敏
雄

●^
城
）
②
山
本
掟
夫

（東
京
）
　

０
同
国
庫
二
郎
２
（″
ヽ
本
良
澄

（螢
知
）

Ｍ
Ю
　
Ｏ
高
橋
勘
Ｆ

ｏ
万
手
）

②
原
田
照
夫

（”
に
）

０
森
本
唯
行

神^
奈
川
）
大

ッ
ト

ト
ナ
ー
（Ｎ
Ｚ
）

Ｍ
ｎ
　
Ｏ
大

田
尚
充

肯^
森
）

②
■
島
彬

人^
分
）

Ｆ
２
　
０
古
川
雅
ｒ
（滋
賀
〉

Ｆ
３
　

０
田
中
彰
子
（共
庫
）

Ｆ
６
　
０
芦
口
操
盆

圧^
）

団
体
戦

男
子０

柔
錬
会
Ａ
（兵
庫
Ｘ
栞
村
曜
似

中
丼
司

朗

新
田
豊

大
矢
人
平

山
本
昭

雑
賀
昌

盛

平
尾
良
彦

竹
谷
俊
幸

田
中
清

　

泄

円
征
司
じ

②
丸
の
内
業
道
倶
栞
部
Ａ
（東
京
Ｘ
森
本
唯

行

山
本
建
ヽ

今
Ｌ
宏

一
郎

大
塚
治
城

三
橋
英
夫

清
家
暮
夫

久
保
雅
昭

中
込
常

昭

鈴
木
政
明

上
国
勇
作
）

０
九
の
内
夫
道
倶
栞
部
Ｂ
（東
京
Ｘ
一局
橋
勘

―

野
――
宏
水

清
水
工
敬

伊
藤
久
雄

工

十
嵐
徳
英

Ｌ
木
保

，

　

言
力

東
丼
克
彰

松
本
卜
　
一
谷
健
）

０
東
播
磨
柔
道
協
会

兵^
庫
Ｘ
ｘ
　
×
　
官

崎
公
夫

渡
辺
初
夫

安
立
俊
二
　
×
　
藤
本

螢

丼
口
泰
成

澤
田
設

村
田
秀
人
）

女
子Ｏ

相
洋
柔
友
会
（神
奈
川
Ｘ
■
口
裕
美

吉

野
貴
代
■

本
田
綾
一容
じ

②
湘
市
レ
デ
ィ
ー
ス

神
奈
川
Ｘ
難
波
浩
子

三
谷
玲
′
　
―――
内
久
美
〉

Ｏ
兵
庫
フ
〓

一
ッ
ク
ス
兵
庫
Ｘ

石^
角
洋
■

西
村
め
ぐ
み

口
中
彰
■
）

一
生

の
思

い
出
の
大
会

大
矢
　
人
平

（兵
庫
県
　
常
務
理
事
）

私
と

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
と

の
出
会
い
は
、
毎
年
四
月
に
講
道

館
で
開
催
さ
れ
る
高
段
者
大
会
に

出
場
し
た
時

の
こ
と
で
す
。
講
道

館
で
お
世
話
に
な

っ
た
国
学
院
大

学
の
平
沼
正
治
先
生
に
出
会

い
、

野
口
宏
水
会
長
に
紹
介
し
て
頂

い

た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
野
口

会
長
か
ら
第
五
回
世
界

マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
大
会
が
講
道
館
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
お
聞
き
し
、
早
速
申

し
込
み
、
出
場
し
ま
し
た
。
大
会

の
受
付
が
外
国
の
方

で
言
葉
が
通

じ
ず
、
通
訳
の
方
が
来
ら
れ
る
ま

で
待

っ
て
い
ま
し
た
。
国
内
に
お

り
な
が
ら
言
葉
が
通
じ
な

い
と
い

う
初
め
て
の
経
験
を
し
ま
し
た
が
、

試
合
が
始
ま
れ
ば

い
つ
も
の
自
分

本奨曇職
・
とi、」鋼 :当 写|
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に
戻
り
偶
然
に
も
良

い
成
績
を
修

め
る
事
が
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
静
岡
県
で
の
第

一
回

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
に
出

場
し
、
第
二
回
の
埼
玉
県
、
第
二

回
の
同
山
県
で
の
大
会
に
も
出
場

し
ま
し
た
。

第
四
回
は
地
元
な

の
で
出
場
だ

け
で
な
く
、
準
備
か
ら
受
付
そ
し

て
救
護
と
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。
二
日
目
の
最
終
日
に
は

選
手
宣
誓
を
さ
せ
て
頂
き
、
私
と

し
て
は

一
生

の
思

い
出
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
．
地
元
で
初
め
て

開
催
さ
れ
た
∞
歳
か
ら
ｍ
歳
以
上

か
ら
な
る
高
段
者
大
会
以
外
の
大

き
な
大
会
な
の
で
、
沢
山
の
選
手

が
出
場
し
て
頂
き
、
過
去
最
高
の

動
員
数
の
大
会
に
盛
リ
ト
が
り
ま

し
た
。
関
係
者
各
位
の
先
生
方
に 大会 3日 目選手宣誓する大矢選手

は
大
変
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
が
よ
り

盛
り
上
が

つ
て
５
回
、

１０
回
と
記

念
大
会
が
開
催
さ
れ
る
事
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
や
世
界
柔
道
選

手
権
大
会
は
あ
る

一
部

の
限
ら
れ

た
若
い
選
手
し
か
出
場
出
来
ま
せ

ん
が
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大

会
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
自
分

の

気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
何
時
ま
で
も

出
場
可
能
で
す
。　
一
度
出
場
し
た

人
は
こ
の
大
会
に
、
再
度
出
場
し

た
い
と
願

っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
私
も
体
力
の
続
く
限
り
、
生

涯
現
役
で
活
躍
し
た

い
と
思

い
ま

す
。
先
生
方

の
ビ
協
力
で
よ
り
多

く
の
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道

フ
ァ
ン
を

全
国
に
広
め
て
貰

い
た
い
と
思

い

ま
す
。

試
合
以
上
の
プ
レ
ツ
シ
ヤ
ー

山
本
　
昭

（兵
庫
県
　
理
事
）

す
。第

一
回
の
静
岡
、
世
界

マ
ス
タ
ー

ズ
カ
ナ
ダ
大
会
を
挟
み
第
二
回
は

埼
玉
県
第
二
回
岡
山
県
と
成
績
は

金
、
銅
、
銀
、
金

の
メ
ダ

ル
を
頂

く
こ
と
が
出
来
ま
し
て

マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
に
は
ま

つ
て
お
り
ま
す
。

第
四
回
は
　
私
自
身

の
地
元
と

言
う

こ
と
で
指
導
し
て
い
る
子
供

達
や
兵
庫
県
柔
道
連
盟
の
貴
島
会

長
、
坂
日
理
事
長
を
始
め
諸
先
生

方

の
前
で
試
合
を
す
る
の
で
今
回

ほ
ど
緊
張
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
さ
ら
に
兵
庫
県
柔
道

連
盟
の
総
務
役
員
と
し
て
全
国
か

ら
来
姫
さ
れ
る
先
生
方
に
運
営
上

不
手
際
の
無

い
よ
う
に
と
試
合
以

上
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
各
開
催
県

の
先
生

方

の
ご
苦
労
も
理
解
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
頂
き
ま

し
た
が
地
元
剛
ラ
ジ
オ
の
番
組
で

多
く
の
方
に
参
加
呼
び
掛
け
と
マ

ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会
の
ＰＲ
の
甲
斐

ぁ
り
約
４００
名
の
最
多
出
場
者
記
録

を
達
成
致
し
ま
し
た
。
又
地
元
で

参
加
し
た
先
生
方
も
異
口
同
音
に

高
段
者
大
会

（
一
大
会

一
試
合
）

で
は
味
わ
え
な
い
凛
と
し
た
緊
張

感
が
あ
り
勝
敗
に
関
係
な
く
多
く

の
方
が
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
と

満
足
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

又
　
全
国
よ
り
集
結
さ
れ
再
会
を

し
た
先
生
方
か
ら
も
立
派
な
県
立

武
道
館
も
き
る
こ
と
な
が
ら
兵
庫

県
柔
道
連
盟
の
大
会
運
営
に

つ
い

て
も
絶
賛
さ
れ
過
分
の
評
価
を
頂

き
総
務
担
当
者
と
し
て
大
矢
先
生

共

々
は

っ
と
安
心
と
言
う
と
こ
ろ

で
す
。

‐９
日
の
形
試
合
に
於
い
て
私
と

大
矢
先
生
が
所
属
す
る
恵
柔
館
道

場
か
ら
投

の
形
で
莞
牟
日
、
玉
田

選
手
が
銅
メ
ダ

ル
．
固
の
形
で
三

木
、
吉
口
選
手
が
銀
メ
ダ

ル
を
獲

得
し
幸
先

の
良

い
ス
タ
ー
ト
を
切

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
翌
”
日
は

“

・
“
Ｌ
で
坂
井
館
長
が
銀
メ
ダ

ル
　
Ｍ７

・
６０
ｋｇ
大
矢
先
生
が
す
べ

て

一
本
勝
ち

の
金
メ
ダ

ル
。

Ｍ５

６６
聴
養
父
先
生
銅
メ
グ

ル
。

Ｍｌ

・

９０
聴
前
田
選
手
銅
メ
ダ

ル
と
最
後

に
私
山
本
昭
は
千
葉
県
上
木
先
生

と
死
聞
激
戦

の
末
Ｍ６
　

９０
Ｌ
で
銀

メ
グ

ル
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

又
同
じ
道
場
の
指
導
者
が
多

数
入
賞

し
た
最
高
の

一
日
で
あ
り

ま
し
た
。

最
終
日
の
２‐
日
は
団
体
戦

で
大

矢
八
平
選
手
兼
監
督
率

い
る
柔
錬

会

Ａ
が
悲
願
の
優
勝
を
果
た
す
事

が
出
来
ま
し
た
。
柔
錬
会

Ａ
チ
ー

ム
地
元
開
催

の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を

は
じ
き
飛
ば
し
た
完
勝
で
あ

っ
た

と
思

い
ま
す
。
大
会
開
会
後
に
柔

錬
会

Ａ
、

Ｂ
チ
ー
ム
合
同
の
祝
勝

会
の
席
上
で
第
０
回
秋
田
大
会
は
遠

方
で
は
有
り
ま
す
が
是
非
団
体
戦

出
場
を
し
ま
し
ょ
う
と
大
矢
、
中

村
両
監
督

の
力
強

い
決
意
発
表
が

あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

私
自
身
第
四
回
姫
路
大
会
が
終

了
し
た
の
で
は
無
く
第
五
回
秋
田

大
会
に
向
け
て
始
ま

っ
た
の
だ
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
全
国
の
先
生

と
秋
田
で
の
再
会
を
目
標
に
今

日

も
切
礎
琢
磨

の
稽
古
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た

平
井
　
敏
雄

（兵
庫
県
　
理
事
）

第

四

回

姫

路

大

会

参

加

の

先

生

が

た

お

疲

れ

さ

ま

で

し

た

。

地
元
開
催
で
、
重
圧
と
多
数
の
参

戦
で
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
ま

い
り
ま
し
た
。
苦
し
い
時
に
ご
指

導
ご
声
援
し
て
頂

い
た
先
生
を
思

い
出
し
て
念
願
の
優
勝
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
大
会
で
心
細
か

つ
た

日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
大
会
参

加
の
き

っ
か
け

は
尊
敬
す
る
、

大
矢
接
骨
院
院

長
の
大
矢
人
平

先
生
に
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
の
参
加

を
勧
め
ら
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
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私
に
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
下
さ

っ

た
栗
本
先
生
。
そ
の
大
会
で
情
け

な
い
試
合
を
し
　
す
ぐ
　
す

つ
飛

ん
で
き
て

『
お
前
は
そ
ん
な
ん
で

日
本
に
帰
る
気
が
‐
』
と
全
く
の

初
対
面
に
も
関
わ
ら
ず
叱
咤
し
て

頂
い
た
森
本
先
生
。
ビ

ツ
ク
リ
し

ま
し
た
。
な
に
か
と
お
Ｌ
話
に
な

つ
た
笠
原
先
生
。
ブ
ラ
ジ

ル
で
は

日
程
と
日
本

つ
ぶ
し
に
遭

い
疲
れ

て
全
く
動
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
い
つ
も
温
か
い
声
援
を
し

て
下
さ
る
清
家
夫
妻
．
埼
玉
で
偶

然
、
電
車

の
中
で

一
緒
に
な

つ
た

『
諦
め
た
ら
終
り
』
の
来
日
先
生
。

柔
道
魂
注
入
、
中
込
先
生
。

そ
し
て
、
大
会
三
日
後
最
初

の

道
場
で
気

の
抜
け
た
私
を
尻
日
に

『
さ
あ
今
日
か
ら
秋
田
や
―
』
と

汗
を
流
さ
れ
る

マ
ス
タ
ー
ズ

の
鏡
、

大
矢
　
山
本
、
坂
井
先
生
。

み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
四
回
大
会
参
戦
記

今
里
宏

一
郎

（東
京
都
　
理
事
）

本
大
会
は
２
年
間

の
チ
リ
で
の

柔
道
指
導
を
お
え
４
月
に
帰
国
し

＾
員
使
り

た
直
後
で
し
た
。
日
本
食

の
美
味

だ

つ
た
こ
と
か
ら
　
あ

つ
と

い
う

ま
に
６
キ
ロ
ほ
ど
も
太

っ
て
し
ま

っ

て
い
た
の
で
す
。

割
キ

ロ
以
下
級

で
出
た
か

つ
た
の
に
¨
キ

ロ
以
下

級
に
格
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
出
る
か
ら
に
は
や
は
リ
メ

グ

ル
を
狙
う
の
が
本
望
で
す
。
出

場
を
断
念
す
る
か
減
量
を
図
る
か

行
き

つ
戻
り

つ
の
末
は
食
事
制
限

を
す
る
の
は
い
や
　
現
状

の
体
重

で
思
い
っ
き
り
戦

っ
て
み
よ
う
で

し
た
。

開
催
地
姫
路
市
も
魅
力
で
す
。

世
界
遺
産
に
な
っ
た
姫
路
城
に
は

一
度
は
訪
れ
て
み
た
か
つ
た
の
で

す
。
ま
た
会
場
の
県
立
武
道
館
は

市
西
南
に
位
置
す
る
手
柄
山
の

一

画
に
あ
り
ま
わ
り
の
緑
に
マ
ッ
チ

し
て
風
格
あ
る
建
物
で
し
た
。
４

面
を
し
つ
ら
え
た
試
合
場
は
広
く

明
る
く
と
て
も
立
派
で
大
舞
台
に

立
つ
た
気
分
に
な
れ
ま
す
。

今皇選手 (左)対 リトルウッド選手

私
の
“
（
“
‐
“
）

９０
聰
に
は
６

人
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
し
た

が
さ
す
が
に
皆

つ
わ
も
の
で
す
。

強

い
圧
力
を
跳
ね
返
し
て
技
を
仕

掛
け
ま
す
が
、
通
じ
ま
せ
ん
。
な

ん
と
か
効
果
ポ
イ
ン
ト
を
奪

っ
て

逃
げ
切
り
で
す
。
な
か
で
も

ニ
ュ
ー

ジ
ラ
ン
ド
の
リ
ト
ル
ウ

ッ
ド

（
写

真
）
は
長
身
と
長

い
腕
で
寝
技
に

持
ち
込
み
相
手
を
し
と
め
て
き
て

い
る
の
を
何
度
も
見
て
い
る
の
で

強
敵
で
す
。
彼

の
寝
技
を
な
ん
と

か
し
の
ぎ
得
意

の
大
内
刈
で
応
戦

し
ま
す
が
決
着
が

つ
か
ず
旗
判
定
。

か
ら
く
も
２
１
１
で
勝
利
を
も
の
に

し
ま
し
た
。
彼
に
勝
て
る
自
信
が

な
か

っ
た
の
で
う
れ
し
い
優
勝
で

す
。３

［
目
は
旧
体
重
無
差
別
に
挑

戦
で
す
。
ど
う
せ
体
重
オ
ー
バ
ー

に
な

っ
た
の
だ
か
ら
と
対
戦
を
楽

し
む

つ
も
り
で
し
た
が
、
残
念
な

事
に
棄
権
し
た
人
が
多
く
、
再
度

リ
ト
ル
ウ

ン
ド
と
合
間
見
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
彼

が
失
点
を
重
ね
有
効
ポ
イ
ン
ト
で

し
り
ぞ
け
ま
し
た
。
決
定
戦
は
我

が
丸
の
内
ク
ラ
ブ

の
同
胞
伊
藤
さ

ん
と
の
バ
ト
ル
で
す
。
軽
量

の
相

手
私
に
分
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、

お
互
い
手
の
内
を
知
り
尽
く
し
た

仲
、
決
め
手
を
欠

い
て
い
た
と
き

捨

て
身

で
か
け
た
大
内
刈
が
技
あ

り
と
な
り
勝
敗
を
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
年
齢
別
Ю
人
に
よ
る
団

体
戦
。
丸
の
内
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー
ム

の
選
手
と
し
て
団
体
戦
を
楽
し
み

ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
決
勝
戦
ま
で

き
わ
ど
く
勝
ち
あ
が
っ
た
も
の
の
、

粒
を
揃
え
た
兵
庫
県
チ
ー
ム
に
大

差
の
敗
北
。
し
か
し
な
が
ら
年
齢

を
繰
り
下
げ
て
の
全
員
が
健
闘
じ

た
結
果
の
準
優
勝
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
３
日
間
の
闘
い
を

通
じ
て
全
国
か
ら
参
集
し
て
き
た

柔
道
家
と
交
流
で
き
来
年
も
元
気

な
姿
で
会
え
る
こ
と
を
誓
い
合
い

満
足
し
た
大
会
で
し
た
。

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に
特
別

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

菊
池
　
正
敏

（千
葉
県
　
理
事
）

現
在
　
私
は
東
南

ア
ジ
ア
の
ラ

オ
ス
国
に
て
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｃ

（国
際
協

力
機
構
）
の
シ

エ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
日
々

「
日
本
柔
道
」

の

指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

・２
月
に
タ
イ
国
に
て
開
催
の

「東

南

ア
ジ
ア
競
技
大
会
」
に
於

い
て
、

「形
競
技

（投
げ
の
形
　
柔
の
形
）
」

が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
日
本

の
先
生
方

の
も
と
で

よ
り
高

い
レ
ベ
ル
の
研
鑽
を
し
た

い
と
思

い
、
幸

い
に
珍
し
く
ラ
オ

ス
政
府
も
選
手
達
４
人
の
往
復
旅

費
や
食
事
代
を
負
担
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
９
月

下
旬
よ
り

一
月
半
に
及
ぶ

「
日
本

遠
征
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
　
主
に
講
道
館

の
指

導
員
の
先
生
方

の
ご
指
導

の
も
と

で
、
月
曜
ょ
り
上
曜
ま
で
の
毎
日

７
、
８
時
間

の
指
導
稽
古
　
反
省

反
復
練
習
に
よ
り
選
手
達
は
ど
ん

ど
ん
と
上
達
し
、

「順
序
を
間
違

え
る
」
と
か
の
レ
ベ
ル
は
卒
業
し

ま
し
た
が
、
そ
の
次
の

「演
武
時

に
頭
が
真

っ
自
く
な
る
」
と
い
う

「場
に
慣
れ
る
」
訓
練
が
必
要
と

考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
　
こ
の
遠
征
期
間
中
に
演

武
出
来
る
場
　
参
加
で
き
る
大
会

を
い
ろ
い
ろ
思

い
浮
か
べ

「当

マ

ス
タ
ー
ズ
大
会
」
に
申
し
込
み
の菊池先生とラオスの4選手
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打
診
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「年

齢
上

の
資
格
が
十
分
で
な
い
の
で

当
然
に
メ
ダ

ル
は
辞
退
す
る
が
、

一
定

の
参
加
料
を
払
う
」
こ
と
に

よ
り

「特
別
参
加
」
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

さ
て
、
雨
模
様

の
演
武
当
日
で

す
が
、
初
め
て
の
日
本
で
の
長
期

合
宿
と
遠
距
離
旅
行

（前

々
日
天

理
に
寄
り
当
日
は
朝
５
時
起
床
に

て
姫
路
に
入
り
ま
し
た
。
）

の
精

神
的

・
肉
体
的
疲
れ
の
為
か
、

‐７
才
の
女
子
選
手
が
突
然

「腹
痛
」

を
起
こ
し
ま
し
た
。
悪
い
こ
と
に
、

「
柔
の
形
」

の
演
武
は
プ

ロ
グ
ラ

ム

の
最
初

で
す
。

と
り
あ
え
ず

「養
護
室
」
に
て
年
長

の
女
子
選

手
と

一
緒
に
寝
さ
せ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
約
１
時
間
後
様
子
を
見

に
行
き
ま
す
と
、
既
に
自
分
か
ら

起
き
上
が

つ
て

「ダ
イ
、
ダ
イ
、

ボ
ー

ペ
ン

ニ
ャ
ン
」

（
ラ
オ

ス
語

で

「出
来
ま
す
、
大
丈
夫
で
す

心
配
い
り
ま
せ
ん
。
」
の
意
）
と

い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
正
直
、

ほ
つ
と
し
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
、
演
武
の
方
は
日
頃

の
稽
古

の
成
果
が
き
ち
ん
と
発
揮

さ
れ
、

「柔
の
形
」
は
９
０
点
、

ま
た

「投
げ
の
形
」
は
８
９
　
８

点
と
い
う
高
得
点
を
頂
き
ま
し
た
。

私
は
、
彼
女
達
が
こ
の
体
調
の

悪

い
中
で
十
分
に
力
を
出
し
て
く

れ
た
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

ラ
オ
ス
人
に
は
珍
し
く
早
朝
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
夜
の
稽
古
を
月
曜
ょ
り

土
曜
ま
で
日
頃
真
面
目
に
や
っ
て

い
る
子
供
達
で
、
底
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
と
確
信
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
、
高
得
点
を
出
し
た
以

上
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
し
、
こ

の
大
会
に
出
さ
し
て
頂
い
て
本
当

に
良
か
つ
た
と
感
謝
し
ま
し
た
。

因
み
に
、
こ
の
貴
重
な
体
験
が

生
き
た
の
で
し
ょ
う
、
翌
週
に
行

わ
れ
た

「第
１
回
講
道
館
国
際
形

選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
も
実
力

以
上
の
活
躍
を
し
て
く
れ
、
日
本

ペ
ア
ー
や
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
ペ
ア
ー
に

続
い
て
第
５
位
を
獲
得
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
は
偏
に
皆
様
方
の
ご
指

導
ご
配
慮
に
よ
る
も
の
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　

そ
し
て
、

１
０
数
年
後
に
は
、
彼
ら
も
正
式

の
マ
ス
タ
ー
ズ
会
員
と
し
て
参
加

し

「メ
グ
ル
」
を
獲
得
し
て
く
れ

れ
ば
な
と
夢
見
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
余
談
な
が
ら
、
選
手
達

の
頑
張
り
に
比
し
て

「
ア
ー
チ
ャ

ン
」

（先
生
の
意
　
私
の
こ
と
）

は
減
量
の
影
響
と
稽
古
不
足
が
も

ろ
に
出
ま
し
て
　
そ
の
試
合
の
方

は
昨
年
の

「
シ
ル
バ
ー
」
よ
り
今

年
は

「無
冠
」
と
な
り
ま
し
て
、

捲
土
重
来
を
期
す
べ
く
日
々
の
精

進
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
柔
道

吉
成
　
隆
社

（東
京
都
　
理
事
）

で
は
日
本
代
表
に
な

っ
た
現
役
選

手
何
人
か
も
投
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

乱
取
り
で
も

一
番
使
う
頻
度
が
高

い
技
だ
。
も
う

一
つ
の
得
意
技
は

足
車
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
決
ま
る

と
面
白

い
よ
う
に
相
手
を
回
転
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

何
れ
の
技
も
試
合

で
は
殆
ど
使
え

た
こ
と
が
な
く
、
得
意
技
で
試
合

に
勝
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
私

の
夢
の

一
つ
で
あ
る
。

寝
技
は
歳
を
重
ね
る
に
連
れ
稽

古
時
間
が
増
え
て
き
て
　
最
近
で

は
稽
古

の
半
分
の
時
間
は
寝
技
だ
。

寝
技
の
良
い
所
は
、
怪
我
が
少
な

く
、
立
ち
技
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
や
筋

力
を
要
さ
な
い
か
ら
か
、
若

い
人

と
や

っ
て
も
さ
ほ
ど

ハ
ン
デ

イ
を

感
じ
な

い
。
私
が
参
加
し
て
い
る

寝
技
研
究
会
は
週

一
回
だ
が
、
寝

技
だ
け
で
３
時
間
の
稽
古
を
し
て

い
る
。

こ
ん
な
自
分
よ
り
柔
道
が
好
き

な
人
間
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思

っ
て
い
た
が
、
日
本

マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
大
会
に
参
加
す
る
と
、
そ

れ
が
大
き
な
間
違

い
で
あ
る
こ
と

に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。
懇
親
会

に
参
加
す
る
と
、
自
分
と
同
じ
よ

う
に
柔
道
が
好
き
な
仲
間
が
日
本

中
に
い
る
と
い
う
実
感
が
ひ
し
ひ

し
と
湧
い
て
く
る
。

マ
ス
タ
ー
ズ
を
冠
し
た

ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
他
の
競
技
で
は
幾
つ

か
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、

柔
道
で
も
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
が
あ

れ
ば
と
願
っ
て
い
た
。
日
本

マ
ス

タ
ー
ズ
柔
道
大
会
に
先
駆
け
て
世

界
マ
ス
タ
ー
ズ
が
開
催
さ
れ
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
時
に
は
、

自
分
が
長
年
望
ん
で
い
た
こ
と
が

実
現
す
る
と
喜
ん
だ
。
優
勝
す
る

ぞ
と
決
意
し
、
そ
の
為
に
は
減
量

で
も
禁
煙
で
も
多
少
の
犠
牲
は
払
っ

て
で
も
金
メ
ダ
ル
が
欲
し
い
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
　
開
催
半
年
前

の
稽
古
中
ア
キ
レ
ス
腱
を
断
裂
し

夢
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
第

一
回
日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
が
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る

と
聞
き
、
こ
れ
で
や

っ
と
チ
ャ
ン

ス
が
到
来
し
た
と
勇
ん
で
参
加
し

た
。
当
時
私
は
５５
歳
で
Ｍ６
ク
ラ
ス

で
は
最
年
少
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ

り
優
勝
の
確
率
は
高
い
と
思
い
上

が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
初
の

試
合
で

一
本
負
け
し
、
長
年
の
夢

が
傍
く
消
え
、
こ
の
時
ほ
ど
落
ち

込
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
時

に
、
日
本
に
は
強
い
人
が
沢
山
い

る
こ
と
を
こ
れ
ほ
ど
実
感
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

第
二
回
目
は
埼
玉
県
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
関
東
圏
か
ら
参

加
人
数
も
多
く
、
第

一
回
日
の
時

の
経
験
か
ら
自
信
よ
り
は
不
安
の

私
が
小
学
生

だ

つ
た
頃
、
当

時

一
番
人
気
の

あ

っ
た
漫
画
は

少
年
画
報
の
赤

胴
鈴
之
助
と
冒
険
王
の
イ
ガ
グ
リ

君
だ

っ
た
。

こ
の
二
人
の
主
人
公

が
当
時

の
小
学
生
に
与
え
た
影
響

力
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

私
も
そ
の

一
人
で
、
剣
道
と
柔
道

に
は
ず

つ
と
憧
れ
て
い
た
が
、
稽

古
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
の
は

中
学
２
年

の
時
だ

つ
た
。
当
時
、

柔
道

の
経
験

の
あ
る
先
生
が
転
動

し
て
き
て
柔
道
部
を
作

っ
て
く
れ

た
時
は
、
憧
れ
の
柔
道
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉

し
か

つ
た
。
古
本
屋
で
柔
道

の
教

本
を
買

っ
て
き
て
覚
え
た
技
が
「矢

倉
落
と
し
」
と
い
う
膝
を
着
い
た
体

落
と
し
の
よ
う
な
技
で
最
近
の
本

に
も
出
て
い
な

い
よ
う
な
技
だ

っ

た
。“

歳
に
な

っ
た
今
、
稽
古
は
週

３
回
で
、
火
曜
日
と
木
曜
日
は
千

代
田
区
の
体
育
館
で
、
土
曜
日
は

寝
技
研
究
会

で
若

い
人
達
と
の
稽

古
が
続

い
て
い
る
。
立
ち
技
で

一

番
の
得
意
技
は
膝
車
で
、
乱
取
り
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多
い
気
分
で
の
参
加
だ

っ
た
が
、

運
良
く
優
勝
で
き
、
続
く
第
二
回
、

第
四
回
と
３
年
連
続
し
て
体
重
別

で
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
無

差
別
で
は
第
二
回
大
会
で
優
勝
で

き
た
の
で
、
今
年
も
連
覇
を
目
標

と
し
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
決

勝
で
敗
れ
た
。
体
重
別
で
３
年
連

続
し
て
優
勝
で
き
た
こ
と
は
嬉
し

か
っ
た
が
、
無
差
別
で
優
勝
を
逃

し
た
こ
と
の
悔
し
さ
が
、
試
合
が

終
わ

っ
た
後

一
ヶ
月
が
過
ぎ
て
も

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
た
。
こ
の
悔
し
さ
が
あ

る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
柔
道
が
楽
し

め
る
と
思
っ
て
い
る
。

勝
負
に
対
す
る
男
の
ロ
マ
ン

ト
部
　
秀
幸

（愛
知
県
　
理
事
）

私

の

マ
ス

タ

ー

ズ

大

会

と

の
出

会

い

は

世

界

マ
ス

タ

ー

ズ

大

会

が

２

０

０

４

年
東
京
講
道
館
で
開
催
さ
れ
た
時

で
し
た
。
せ

っ
か
く
日
本
で
の
開

催
な

の
で
出
場
し
て
み
よ
う
か
と

ゆ
う
軽

い
気
持
ち
で
し
た
。
全
国

高
段
者
大
会
で
は
、
■
年
連
続
出

場
し
Ю
勝

１
引
き
分
け
と
負
け
無

し
で
　
少
し
は
自
信
を
抱
え
参
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
３
位
と
ゆ
う

成
績
に
シ
ヨ
ツ
ク
で
し
た
。
そ
の

後
第

一
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

が
静
同
で
開
催
。
出
場
を
決
意
。

な
ん
と
か
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来

ホ
ツ
ト
し
た
し
だ
い
で
す
。

大
会
出
場
を
重
ね
る
毎
に
私
は

こ
れ
ぞ
生
涯
柔
道
の
醍
醐
味
と
感

じ
ま
し
た
。
年
齢
３０
歳
以
上
で
５

歳
き
ざ
み
の
体
重
別
　
無
差
別

・

形
部
門
と
が
ち
ん
こ
勝
負
．
高
段

者
大
会
で
は
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
年
配
の
身
体
を
は
つ
た
勝
負
に

対
す
る
執
念
が
見
受
け
ら
れ
る
の

は
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
な
ら
で
は
じ
や

無
い
か
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
試

合
後
は
お
互
い
を
た
た
え
合
い
親

睦
を
深
め
和
や
か
な
ム
ー
ド
多
く

の
先
生
方
と
の
懇
親
会
で
は
、
子

供
産
の
指
導
方
法
体
力
の
維
持

・

体
調
管
理
等
話
し
は
尽
き
ま
せ
ん
。

私
も
小
学
生
か
ら
大
学
　
一
般
と

指
導
し
て
い
ま
す
が
小
学
生
か
ら

も
多
く
の
事
を
学
び
ま
す
。
ま
た

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に
望
む
姿
勢
を

見
せ
る
こ
と
に
よ
り
子
供
達
　
一

般
の
選
手
に
何
時
ま
で
も
″
柔
道

に
携
わ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
ご
年
配
の
方
々
が
真
剣

に
勝
負
さ
れ
る
姿
を
拝
見
し
て
よ

り

一
層

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
き
ま
す

逆
に
後
輩
に
少
し
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
与
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
大

会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま

で
大
会
に
出
場
で
き
て
い
る
自
分

は
幸
せ
だ
な
あ
―
と
感
じ
ま
す
。

今
後
も
体
力
の
続
く
限
り
柔
道

に
携
わ
っ
て
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
大

会
が
益
々
盛
大
に
な
る
よ
う
協
力

し
て
行
き
た
い
で
す
。

姫
路
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
で
　
。

松
本
　
淳

（滋
賀
県
　
理
事
）

一
回
戦
、
二
回
戦

と
共
に
ア

ツ
ト
い
う

ま
の

一
本
で
し
た
が

三
回
戦
で
は
少
し
時

間
が
か
か
リ
ヤ
バ
イ

と
思
い
な
が
ら
も

何
と
か

一
本
で
ア
ー

ヤ
ツ
タ
バ
ン
ザ
イ

こ
れ
が
あ
の
時

の
自

分
の
本
当
の
胸
の
内
で
し
た
。

上
尾
、
岡
山
、
そ
し
て
今
回
の

姫
路
で
の
大
会

で
念
願
の
三
連
勝

が
出
来
た
事
は
柔
道
を
始
め
て
初

め
て
の
事
な
の
で
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
お

世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
諸
先
生

方

々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

六
才

の
頃
か
ら

こ
の
道
を
歩
み

始
め
て
家
族

（母
）
の
前
で
金
メ
ダ

ル
を

い
た
だ
け
た
事
は
恩
返
し
が

少
し
出
来
た
？
よ
う
な
気
も
し
ま

す
。
期
待
と
不
安

の
な
か
十
日
位

前
か
ら
、
退
社
後
夜
間
体
力
作
り

に
と
汗
を
流
し
走

つ
た
が
い
は
有

っ

た
ん
だ
、
と
感
じ
た

一
瞬

で
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

ヘ

出
場
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
様
に
な

っ

た
の
は
野
国
会
長
さ
ん
始
め
諸
先

生
方
達
の
お
か
げ
で
す
。
特
に
片

桐
先
生
の
後
押
し
と
お
言
葉
無
く

し
て
は
今
日
の
自
分
は
な
か

っ
た

と
思
い
ま
す
。
と
言

い
ま
す
の
も

一
回
目

の
申
込
書
は
手
元
に

届
い
て
は
お
り
ま
し

た
が
、
何
ん
せ
国
籍

の
ち
が
う
自
分
は
ダ

メ
だ
ろ
う
と

一
人
あ

き
ら
め
て
お
り

（今

思
う
と
残
念
で
す
）
、

二
回
目
の
申
込
書
を
片
桐
先
生
か

ら
手
渡
さ
れ
、
そ
の
時
思
い
切

っ

て
た
ず
ね
て
み
た
の
で
す
。
そ
の

時

の
先
生

の
お
言
葉
は
国
籍
は
関

係
無
く
三
十
才
を
過
ぎ

て
い
れ
ば

誰
で
も
参
加
出
来
る
と
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ヤ

ン
タ
　
　
聞

い
て
み

て
良
か

っ
た
。
あ
の
時
は
も

の
す

ご
く
嬉
し
か

っ
た
、

こ
れ
で
自
分

も

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に
出
場
出
来

る
ん
だ
と
胸
を
は
ず
ま
せ
た

一
瞬

で
し
た
。
片
桐
先
生
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

六
才
か
ら
始
め
た
柔
道

で
す
が

色

々
な
事
が
有
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
育

っ
た
所
が
日
系
人
が
少
な

く
ど
こ
の
道
場

へ
行

っ
て
も
日
本

人
は

一
人
だ
け
、
何
時
も
日
立

つ

て
い
て
良

い
時
よ
り
も
イ
ヤ
な
思

い
の
方
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思

い

ま
す
。
南
大
河
洲

（ポ
語
で
は
リ

オ
グ
ラ
ン
デ
ド
ス
ー
ル
）
。
ブ
ラ

ジ

ル
で
は
日
本
人
が

一
番
少
な

い

洲
で
す
。
子
供

の
頃
は
五
人
家
族

で
家

の
内
で
は
お
も
に
日
本
語

一
歩
外
に
出
る
と
や
は
リ
ポ

ル
ト

ガ
ル
語
で
す
が
　
其
の
お
か
げ
か

自
分
に
と

っ
て
は
来
日
後
言
葉

の

不
便
さ
は
あ
ま
り
感
じ
な
か

っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

十
人
才
で
黒
帯
を
取
得
し
　
＋

九
才
の
時

一
年
間
軍
隊
生
活
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
自
分
は
１
年

遅
れ
で
入
隊
し
ま
し
た
が
、
ブ
ラ

ジ

ル
で
は
普
通
十
人
才
で
男
子
は

入
隊
す
る
義
務
が
あ
り
、

１
年
間

は
軍
隊
で
色

々
な
訓
練
を
受
け
る

の
で
す
が
、
柔
道
を
や

っ
て
い
た

お
か
げ
で
軍
隊
内
で
も
ず

い
ぶ
ん

と
可
愛
が
ら
れ
、
陸
軍
の
柔
道
部

か
ら
は
代
表
者

の

一
人
と
し
て
大

会

べ
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。そ

の
後
来
日
し
０
一十
才
）
仕
事
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に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
が
家
族
と

ま
す
の
で
今
後
共
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
ご
指
導

の
ほ
ど
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

第
四
回
大
会
を
振
り
返

っ
て

三
谷
健
、
玲
子

（神
奈
川
県
　
理
事
）

第
四
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道

姫
路
大
会
に
、
夫
婦
で
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

私
の
妻
は
３２
歳
か
ら
柔
道
を
子

供
達
と

一
緒
に
始
め
ま
し
た
。
初

め
は
、
子
供
達

ほ
ど
に
柔
道
を
す

る
こ
と
に
対
し
て
乗
り
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
始
め
て
み

る
と
家
族
の
誰
よ
り
も
熱
心
に
柔

道
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
一
年

も
し
な

い
う
ち
に
初
段
に
も
な
り

ま
し
た
。

今
年
、
私
は
Ｍｌ
　
‐００
咤
で
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
結
果
は
３
位
で
し

た
。
対
戦
し
た
中
野
選
手
は
以
前
、

嘉

納
治

五
郎
杯

国
際
柔
道
大
会

（
１
９
９
４
年
）
７８
咤
以
下
級
で

優
勝
を
し
て
い
る
有
名
選
手
で
す
。

日
本
を
代
表
す
る
選
手
と
試
合
が

出
来
た
こ
と
も
良
か

っ
た
で
す
し
、

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
だ
か
ら
こ
そ
対

戦
で
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

妻
は
今
回
同
階
級

の
参
加
者
が

い
な
か

っ
た
た
め
、
金
メ
ダ

ル
を

も
ら
い
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
２

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
　
と
言

っ

て
も
試
合
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
―

最
終

日
に
妻
は

「湘
南

レ
デ

ィ
ー

ス
」
と

い
う
チ
ー
ム
で
女
子
団
体

戦
に
出
場
し
ま
し
た
。
私
も
た
ま

た
ま
野
口
会
長
、
清
水
副
会
長
か

ら
お
誘

い
を
受
け
、
丸
の
内
柔
道

倶
楽
部
Ｂ
チ
ー
ム
で
団
体
戦
に
出

場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
私
の
試
合
と
同
時

期
に
横

の
試
合
場
で
妻
が
試
合
を

同
時
に
し
て
い
ま
し
た
。
お
互
い

一
本
勝
ち
が
で
き
た
試
合

で
、
試

合
場
で
日
で

「
ヤ

ッ
タ
ネ
ー
」
と

い
つ
た
会
話
が
で
き
、
今
大
会
を

通
じ
て
今
ま
で
の
柔
道
生
活
で
は

味
わ
え
な
い
？
違

っ
た
？
楽
し
い

，

体
験
が
で
き
、
と
て
も
記
念
に
残

る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に

遠
く
は
な
れ

一
人
暮
ら
し
を
始
め

て
み
る
と
仲

々
思
う
様
に
い
か
ず

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も
な
り
か
け
‥

た
時
に
フ
ッ
ト
思

い
出
し
た
の
が

柔
道
　
そ
う
自
分
に
は
柔
道
が
あ

る
ん
だ
と
思

い
そ
れ
か
ら
通
い
始

め
　
今
で
は
柔
道
な
く
し
て
は
過

せ
な

い
位
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
出
来
る
か
ぎ
り
練

習
に
仕
事
に
と
励
み
な
が
ら
な
る

べ
く
色

々
な
所
で
諸
先
生
方
と
お

逢

い
出
来
る
よ
う
頑
張

っ
て
お
り

私

は

第

一

回

か

ら

参

加

さ

せ

て

い
た

だ

い

て

お

り

ま

す

。　
そ

の

際

い

つ
も

子
供

達

や

同

じ
道

場

夫
婦

で
参

加
さ
せ
て
い

た
だ
く

の
は

昨
年

の
岡
山

大
会

か
ら
で

す
。

で
あ
る
神
奈
川
県
の
寒
川
柔
友
会

の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
き
て
お
り
、

年
に

一
度

の
家
族
旅
行
も
兼
ね
て

の
参
加
で
す
。

ま
た
、
夫
婦
で
多
少
の

「減
量
」

も
同
時
に
経
験
し
て
い
ま
す
。
私

達
夫
婦
の
間
で
は
、　
マ
ス
タ
ー
ズ

大
会
に
参
加
を
す
る
の
は
普
段

の

暴
飲
暴
食
も
防
げ
る
と
て
も
健
康

に
も
良

い
大
会
で
も
あ
り
、
我
家

で
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
会
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
の
第
五
回
秋
田
大
会

へ
の

参
加
も
家
族
で
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

【編
集
後
記
】
　

今
回
の
姫
路
も

さ
ま
ざ
ま
な
感
動
と
感
謝
に
あ
ふ

れ
た
大
会
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
お

便
り
か
ら
良
く
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
開
催
地
秋
日
か
ら
お

誘

い
の
玉
稿
を
い
た
だ
け
た

の
は

何
よ
り
で
し
た
（Ｋ
Ｎ
）

（題
字
は
野
口
会
長
の
揮
竃
で
す
）

秋

田
大
会

へ
の
お
誘

い

秋
田
県
柔
道
連
盟
理
事

今
立
　
孜

来
年
度
、
第
五
回
日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
大
会
は
秋
田
県
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
期
日
は
平
成
二
十
年

参
加
さ
れ
る
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
大
会
に
し
た
い
と

い
う
意
気
込
み
を
も

っ
て
準
備
に
取
り
か
か

つ
て
い
ま

す
。秋

田
は
　
な
に
よ
り
第
１
回
世
界
柔
道
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
夏
井
昇
吉

（故
人
）
を
生
ん
だ
土
地
で
す
。
最
近
、

故
人
を
記
念
し
て
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
秋
日
に
お

出
で
の
節
に
は
是
非
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
兵
庫
大
会
で
本
県
を
代
表
し

て
今
立
篤
子
女
千
六
段
が

「お
ら
も
行
き
た
や
／
男
鹿

島
め
ぐ
り
／
人
郎
潟
を
ば
右
に
見
て
／
自
神
山
地
の
憮

十
月
十
七
日

（全
）
か
ら
十
九
日

（
日
）
ま
で
の
二
［

間
。
会
場
は
、
今
年
十
月
初
旬
に
秋
田
わ
か
杉
同
体
柔

道
競
技
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
秋
田
県
立
武
道
館
で
す
。

秋
田
県
の
柔
道
界
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。
先
頃
の

国
体
で
は
悲
願
の
成
年
男
女
の
優
勝
、
少
年
女
子
の
５

位
　
そ
し
て
女
子
の
総
合
優
勝
と
い
う
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
、
関
係
者

一
同
喜
び
に
沸
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

全
国
大
会
で
は
大
き
な
財
産
を
残
し
た
本
県
で
す
の
で
、

来
年
度

の
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
の
運
営
に
大
い
に
生
か
し

た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。
が
、
本
大
会
は
東
北
地
区
で

も
初
め
て
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
経
験
が
あ

る
人
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
柔
道

関
係
者
に
は
と
ま
ど
い
も
あ
り
ま
す
が
、
や
る
以
上
は

の
森
／
行
け
ば
く
ま

げ
ら
待

っ
て
い
る
」

と
歌

っ
た
そ
う
で
す

が
、
地
元
で
は
本
物

の
民
謡
が
聞
け
■
■

皆
様
の
ご
来
県
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

大会■日夜パーティ席上 大会旗が
今立当協会理事 (孜氏令夫人)ヘ

ど
０


